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以上のとおり報告します。 

（あて先）掛川市議会議長   藤原 正光 
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議 事 

午前９時００分 開議 

○委員長（安田彰） 皆様、おはようございます。大変お待たせしました。ただいまから総務委員

会を開会いたします。 

 今定例会おきまして当委員会に付託されました議案は 2件です。よろしく御審査をお願いします。 

 それでは、諸般の報告として私から数点申し上げます。 

 初めに、当局から説明資料の配付について申出があり、委員長において許可しましたのでサイド

ブックスに掲載いたしました。 

 次に、発言の際には挙手の上、委員長の許可を得てから必ず自席のマイクのスイッチを入れて発

言するようお願いします。 

 また、質疑においては議案等のページ数を示し、疑問点を明瞭に発言することとし、一問一答方

式でお願いします。答弁においても簡潔に分かりやすくお願いします。 

 なお、議案等に関係のない質疑や意見は控えていただきますようお願いします。 

 また、傍聴の申出がありましたので、御報告申し上げます。 

 以上、事務連絡といたします。 

 それでは、審査に入ります。 

 初めに、議案第28号 掛川市火災予防条例の一部改正についてを議題とします。 

 それでは、予防課の説明をお願いします。 

〔予防課長 説明〕 

○委員長（安田彰） ただいまの説明に対する質疑をお願いします。 

 富田委員。 

○委員（富田まゆみ） すみません、文章中にサウナ設備を一般サウナ設備に変えるということで

御説明があったんですけれども、ちょっとここの括弧を読んでも意味が分からないので、もう少し

御説明をお願いします。 

○委員長（安田彰） 野口予防課長。 

○予防課長（野口正司） 現状のサウナ設備というのは、屋内、建物の中にあるものを想定して、

火災予防条例等に規定されているが、外もしくは屋上等にバレル型という木のたるのようなサウナ

設備とか、テントで簡易的に設けられているものが増えたことから、これの振り分けを明確にする

ために、現状の今までのものをサウナ設備から一般サウナ設備というように変更し、簡易的なバレ

ル型、テント型というものを簡易サウナ設備ということで名称が変更されております。 
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○委員長（安田彰） そのほか質疑はありませんか。 

 藤澤副委員長。 

○副委員長（藤澤恭子） 今回の条例改正は、感震ブレーカーですとか、消火器設置ですとか、非

常にこの防災機器の充実というところもしっかりとうたわれて必要なことかと思うんですけれども、

これはどのように周知をしていくのか、その方法があればお伺いします。 

○委員長（安田彰） 野口予防課長。 

○予防課長（野口正司） 今までも感震ブレーカー、住宅用の消火器、そういったものを広報させ

てもらっていますが、ホームページ、ＳＮＳ、または春秋の火災予防運動、あとは地域防災訓練な

ど、市民と直接触れ合える場で感震ブレーカー、住宅用消火器、住宅用火災警報器などの重要性を

訴えていきたいと思っております。 

○委員長（安田彰） 藤澤副委員長。 

○副委員長（藤澤恭子） もう 1点お願いします。今回は主に個人が設けるものについてというこ

とで、特に市内でそういった周知しなければならない施設があるとか、そういったことではないの

でしょうか。 

○委員長（安田彰） 野口予防課長。 

○予防課長（野口正司） サウナ設備等については、個人の使用するものについては対象から外れ

ます。ですので、お金を取ったりとか、他の人を対象にするようなサウナ設備は対象となりますの

で、そういったものの届出が消防本部に来ますので、そこで審査させていただきます。 

 あと感震ブレーカーについては、これはあくまでも普及活動ということですので、個人のお宅、

そういったものをしっかり防火活動を含めてやっていきたいと思います。 

○委員長（安田彰） 藤原委員。 

○委員（藤原正光） 現在、消防本部のほうで把握されている施設とかというのはどれぐらいあり

ますか。 

○委員長（安田彰） 野口予防課長。 

○予防課長（野口正司） 掛川市でサウナ設備として届出されているのは 7件あります。今説明し

ている簡易サウナ設備というのはまだ条例前ですので、対象としてのものはありません。 

○委員長（安田彰） 藤原委員。 

○委員（藤原正光） これは定格 6キロワットというふうに言われているんですけれども、その基

準の根拠とかというのはどのようなの。 

○委員長（安田彰） 野口予防課長。 
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○予防課長（野口正司） これは製品の仕様書、ラベル、そういったものにこのワットやキロワッ

ト、そういったものが明記されてきますので、そういったものを参考に規制のほうをしていきます。 

○委員長（安田彰） 藤原委員、よろしいですか。 

 今、藤原委員は基準の根拠を、なぜ 6キロワットかということをちょっとお尋ねだと思うんです

けれども。 

 野口予防課長。 

○予防課長（野口正司） 可搬式サウナ等の特性に応じた防火安全対策に関する検討会、こちらの

ほうが行われて、その中で特性に応じた火災予防の対策が検討されて、この 6キロワットというも

のが反映されているということであります。 

○委員長（安田彰） 藤原委員。 

○委員（藤原正光） すみません、もう 1点、感震ブレーカーの関係ですけれども、これ、今まで

危機管理課が進めてくれていて、この間の分科会でもちょっと説明あったんですけれども、令和 6

年度が結構申請があって、少し減ったよというような感じの説明があったかなと思うんですけれど

も、今後これは消防本部としても、これによって協力をしてやっていくというような、どんな展開

になっているか少し説明を願いします。消防本部の関わり方を。 

○委員長（安田彰） 野口予防課長。 

○予防課長（野口正司） 危機管理課とは情報交換しながらやっています。危機管理課は補助金の

関係もありますので、消防本部としては電気火災、通電火災の防止を目的としたＰＲ活動、補助金

のほうもタイアップして、広報のほうを同時に進めていきたいと考えております。 

○委員長（安田彰） そのほかに質疑はございますか。 

 山田委員。 

○委員（山田正彦） 全国的に今どの自治体でも進めている条例だと思いますが、予防課のほうで

進めていただいて大変ありがたく思います。 

 質問ですが、感電ブレーカーにつきましては普及を目指すということですけれども、スケジュー

ルの中でどのぐらいの普及率を目指すとか、そういうような設定というのはこれからでしょうか、

お願いします。 

○委員長（安田彰） 山田委員、感震ブレーカーでいいですね。 

○委員（山田正彦） すみません、感震ブレーカーです。 

○委員長（安田彰） 野口予防課長。 

○予防課長（野口正司） 何％普及を目指すという具体的な目標はまだ立てておりませんけれども、
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今後、危機管理課とも話し合って目標値を決めていきたいなと、そういったところは考えていく必

要性があると思っております。 

○委員長（安田彰） そのほか質疑ございますか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（安田彰） それでは、以上で質疑を終結いたします。 

 質疑が終了しましましたので、予防課の皆さん、ありがとうございました。 

 質疑が終了しましたので、ここで委員間討議を行います。 

 意見のある方はお願いします。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） 感震ブレーカーのところで、この間の予算の審査のときにも、予算額下が

ってましたよね。だから、やっぱり整合性を持ってやらなきゃいけないなというふうに、今、連携

してやってくということだったので、必要に応じて補正予算を組むとか、そういうことを総務委員

会としても何か言っていけるようにしなきゃいけないなというのは聞いていて感じました。 

 以上です。 

○委員長（安田彰） 勝川委員からの意見に対して意見のある方はお願いします。 

 それでは、そのほかに御意見ありますか。よろしいですか。 

 そのほかの意見がありましたらお願いします。 

 藤原委員。 

○委員（藤原正光） 近年、サウナブームというか、テントサウナというか、非常に簡易的なサウ

ナも非常に増えているということで、やっぱりこういう改正というのは必要になってくるかなとい

うふうに思います。 

○委員長（安田彰） この今回の条例とは直接関係ないかもしれませんけれども、サウナで大変非

常に人命が失われるような事故もありましたので、それはこれとはまた別件ではありますが、やは

り当然消防署のほうもそういうことについて対応していくと思いますけれども、そのほかに御意見

ありますか。 

 以上で討議を終結します。 

 討論はありませんか。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（安田彰） 以上で討論を終結します。 

 それでは、採決に入ります。 
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 議案第28号 掛川市火災予防条例の一部改正について、原案のとおり可決することに賛成の方の

挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（安田彰） 手を下ろしてください。 

〔予防課 退席〕 

 議案第28号については、全会一致にて原案のとおり可決すべきものと決定しました。ありがとう

ございました。 

 

 次に、議案第20号 掛川市市民交流センター条例の一部改正についてを議題とします。 

 それでは、協働推進課の説明をお願いします。 

〔協働推進課長 説明〕 

○委員長（安田彰） ただいまの説明に対する質疑をお願いします。 

 勝川委員。 

○委員（勝川志保子） すみません、確認をしたいんですが、この別表の使用料の部分で、前のも

のよりも、例えば午前中だと 1,670円となっているので、 1,560円から値上げになっているという

ことはないんですか。ちょっと何か私が何かを見間違えているのならいいんだけれども、会議室の

使用料は改定されているということはないんでしょうか。 

○委員長（安田彰） 深田協働推進課長。 

○協働推進課長委員長（深田貴子） 現状も会議室は 1,670円ですので、使用料自体は改定はして

ございません。 

○委員長（安田彰） 今回の条例改正については使用料は関係ないということですね。 

 そのほかに質疑ございますか。 

 それでは、以上で質疑を終結いたします。 

 協働推進課の皆さん、ありがとうございました。 

 質疑が終了しましたので、ここで委員間討議を行います。 

 意見のある方はお願いします。 

〔「ありません」との声あり〕 

○委員長（安田彰） 以上で討議を終結します。 

 討論はありませんか。 

〔「ありません」との声あり〕 
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○委員長（安田彰） 以上で討議を終結します。 

 それでは、採決に入ります。 

 議案第20号 掛川市市民交流センター条例の一部改正について、原案のとおり可決することに賛

成の方の挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（安田彰） 手を下ろしてください。 

 議案第20号については、全会一致にて原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

〔協働推進課 退席〕 

 次に、閉会中の継続調査申出事項についてを議題とします。 

 サイドブックスに資料を掲載してありますので御覧ください。 

 サイドブックスに資料を掲載してあります資料のとおり10項目の内容でよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○委員長（安田彰） それでは、総務委員会の閉会中継続調査申出事項については、資料のとおり

10項目といたします。 

 以上で当委員会に付託されました議案の審査を終了いたしました。 

 当委員会で審査した議案の討論、通告締切りは、明日 3月17日火曜日午後 1時です。 

 それでは、総務委員会を終了いたします。 

 ご苦労さまでした。 

午前９時２３分 閉会 

 


